
 

 

２年生   実践事例    

「科学かんに出かけよう」 

 

指導目標 ◎科学館を利用するための方法や交通手段を考え、公共物や公共施設に関心をもって

利用しようとしている。 

◎バス停に行って調べたことやバスの中の映像を見て、バスに乗る際のルールやマナ 

ーについて考えようとする。 

◎バスの利用の仕方を進んで聞き、ルールやマナーを大切にし、公共交通機関を正し 

く安全に利用しようとする。 

◎北極や南極の映像を見て、温暖化について考えようとする。 

◎公共交通機関の役割を知り、地球環境に役立っていることに気付き，関心をもつよ

うにする。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

バスの利用方法やルール、マナーを学ぶことで、バスをより身近に感じ、校外学習の

カリキュラムにあわせ、実際にバスに乗り、学んだことを実践できる。 

地球温暖化と交通には関係があることを知り、バス利用が環境を守ることにもつなが

ることが理解できる。 

対象学年 ２年生   

対応教科 生活科 ※道徳でも対応可能 

標準校時 １３コマ   

学習構成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．科学かんに行く計画を立てよう 

３．シロクマたちをたすけよう 

・科学館に行くための交通手段を考える。 
・バスの発車時刻にあわせてバス停に行き、バス停やバスの利用の仕方
を調べる。 

・「バスノート」を使って、バスの乗り方・降り方やバスに乗る際のルー
ルやマナーを学び、運賃箱の模型を使って実践練習をする。 

 

・シロクマやペンギンの写真や映像を見ながら、気づいたことやわから
ないことを話し合う。 

・温暖化について、自分たちにできることを考える。 
・バスに乗ることで温暖化が軽減できることを知る。 

 

４．バスに乗って科学かんを利用しよう（校外学習） 

・実際にバスに乗って科学かんに行く 

１．科学かんってどんなところ？ 

・科学かんについて、知りたいことや聞きたいことを話し合う 
・科学かんを利用するときのルールやマナーを知る。 

５．みんなに伝えよう 

・体験したことをグループごとに紹介する。 
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指導案例 



 

 

 
 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

  



 

 

●本時で活用する資料 

 

バスノート 

  
 

模擬運賃箱 

 
 

シロクマたちをたすけよう 

 
 

資料：仙台市交通と環境に関する教材を使ってみましょう 学習の進め方と教材活用事例 




